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※マスコミ報道関係者様※ ニュース化のご検討をお願い致します 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、下記 ㈱双葉社・宣伝部までご連絡頂けますと幸いです 

 

 

 

平成から令和への改元に伴う昨年の10連休、帰省やレジャーに向かう人で溢

れかえった行楽地、交通機関の様子が今年は一変、2020年のゴールデンウィ

ークは新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言によって多くの人が外

出・移動自粛を強いられている。「ステイホーム週間」のために様々な取り組み

がなされ、家で楽しく過ごせる商品やサービスが注目を集めている。そんなな

か、双葉社の作品の中では『告白』(‘10/映画)・「境遇」(‘11/TVドラマ)・「贖罪」

(‘12/TVドラマ)・「夜行観覧車」(‘13/TVドラマ)・「Nのために」(‘14/TVドラマ) ・

『少女』(‘16/映画)など、映像化された作品も多く、発表した作品すべてがベス

トセラーとなるミステリー作家の湊かなえさんから、外出自粛期間を自宅で楽しく

過ごしてもらえたら、と‶本の旅への招待状″が届いた。これは、コロナ禍におけ

る「#おうち時間」への新たな提案であり、湊かなえさん自身の発案による企画だ。

デビュー作であり、第6回本屋大賞第1位受賞作でもある大ベストセラー小説「告白」(双葉社刊)を

誰でも自由に楽しめるよう、期間限定で無料公開するというもの。2020年5月4日～5月31日までの

期間、㈱双葉社のホームぺージ上で(URL：https://www.futabasha.co.jp/)、※5月4日に第1章

～第2章、翌5月11日は第3章～第4章、5月18日には第5章～第6章と、順次公開予定だ。(※「告白」

は全6章)休業を余儀なくされる書店も多く、各所で「ステイホーム」要請が叫ばれる中、1人でも多く

の人に楽しんでもらいたいという湊かなえさんの想い。ご本人からのコメントとともにたくさんの読

者に届きますように！ 

つきましては、本情報を貴媒体でご紹介検討いただけますようお願い申し上げます。 

著者・作品へのお問い合わせは下記、出版社までお問い合わせください。 

【作品名】： 告白 

【著者】：湊かなえ 

【出版社】：双葉社 

『告白』を期間限定無料公開！ 

 

 

 

湊かなえさんが大ベストセラー小説 

新型コロナウイルスに負けるな！ 

外出自粛をされている皆様、本で心の旅に出ましょう。 

気持ちばかりの「無料旅行券」をお送りいたします。      湊かなえ 

 

https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws
https://www.futabasha.co.jp/
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 作者プロフィール 

湊かなえ (みなと かなえ) 

1973年広島県生まれ。2005年第 2回 BS-i新人脚本賞で佳作入選。07年第 35回創

作ラジオドラマ大賞受賞。同年「聖職者」で第 29 回小説推理新人賞を受賞。08 年同作品

を収録した『告白』でデビューし、「2008年週刊文春ミステリーベスト10」第１位、09年本

屋大賞を受賞。また 14年には、アメリカ「ウォール・ストリート・ジャーナル」紙のミステリーベ

スト 10に、15年には全米図書館協会アレックス賞に選ばれた。12年「望郷、海の星」で第

65 回日本推理作家協会賞短編部門を受賞。16年『ユートピア』で第 29回山本周五郎賞

を受賞。18年『贖罪』がエドガー賞〈ペーパーバック・オリジナル部門〉にノミネートされた。 

 

作品紹介 

 

デビュー作でありながら、2008年「週刊文春ミステリーベスト１０」第１位 

第 6回本屋大賞第１位を受賞した大ベストセラー小説！ 

2010年に監督・中島哲也、主演・松たか子で映画化され、 

第 34回日本アカデミー賞最優秀作品賞に輝いた。 

＜あらすじ＞ 

我が子を校内で亡くした中学校の女性教師が、終業式のＨＲでこのクラスに犯人がい

ると語りはじめる。ひとつの事件をモノローグ形式で「級友」「犯人」「犯人の家族」か

ら、それぞれ語らせ真相に迫る。 


